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本誌記事は執筆者の原著あるいは発表に基づいており、記事の一部に医療用漢方製剤の承認外の記載が含まれています。
医療用漢方製剤の使用にあたっては、各製剤の添付文書などをご覧いただきますようにお願い申し上げます。
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日本東洋医学会学術総会のスポンサードシンポジウムとして例年開催しており
ます本シンポジウムは、本年も「漢方エキス製剤の上手な使い方 －困ったときの 
この一手－」をテーマに開催いたします。私がコーディネーターとなって11年目を
迎えました。10年を一つの区切りと考えますと、本年は新たな一歩として、初心を
忘れずにさらに充実したシンポジウムを目指して進めてまいりたいと思っており
ます。

本シンポジウムは、「明日からの実臨床に役立つシンポジウム」として、二部構成と
なっております。第一部では「困ったときのこの一手」と題して、各領域の先生方が
日常診療でどのようなことで困り、漢方治療を取り入れることで治療成果をあげて
おられるのか、その具体例をご提示いただき、日常診療における漢方療法の取り入れ
方を考えてまいります。

第二部では、「現代の口訣の構築」と題して、今回は加味帰脾湯と十全大補湯を 
取り上げ、有効例を通じて処方の臨床応用、使用目標、すなわち現代の口訣を導き
出します。加味帰脾湯は、2017年開催の本シンポジウムですでに取り上げましたが、
本シンポジウムではさらにバージョンアップさせたいと思います。

本シンポジウムが、先生方の明日からの実臨床に役立つことを願っております。
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